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～“新”尾鷲漁業協同組合誕生！～

　平成23年7月1日、尾鷲漁協、早田漁協、行野浦漁協が合併し、新しい尾鷲漁業協同組合が誕生しました。新漁協の総組合員数は、29９人（うち正組合員数1４０人）です。旧尾鷲漁協が本所、旧早田漁協と旧行野浦漁協が各々支所となりました。今回の合併によって、三重県内の沿海漁協数は24から22となりました。なお、尾鷲農林水産商工環境事務所管内では現在、平成24年1月1日に新漁協設立を目標として海野漁協と三浦漁協の合併が協議され、平成23年9月29日に合併調印式が行われます。
　
～紀北町水産スクール（潮南中学校・紀北中学校）について～

　毎年行われている紀北町主催の水産スクールが今年も潮南中学校、紀北中学校で開催されました。紀北町の将来を担う中学1年生に対して、町の基幹産業の一つである水産業について理解を深めるとともに、将来の地元水産業の担い手となってくれることを期待して行われています。潮南中学校では6月2日に、紀北中学校では7月11日に当室の普及指導員が講師となり三重県と紀北町の水産業についての座学を行いました。やや堅めの内容でしたが中学生はしっかり話を聞いていました。しかし、残念なことに紀北町水産スクールのメインイベントとも言うべき磯の生物観察会は、天候不良のためにいずれの学校も中止となってしまいました。
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　　　　　潮南中学校での座学の様子　　　　　　　　紀北中学校での座学の様子
～放射性セシウムなど放射性物質による水産生物の汚染について～

　8月23日～25日にかけて水産業普及指導員研修会に参加してきました。この中で、「水産生物の放射性物質について」という講義を受けましたので紹介します。
問題となっている放射性元素は、ヨウ素、セシウム（以下Cs）、ストロンチウム（以下St）で、このうちヨウ素に関しては半減期が数日と早いため、現在では問題となっていません。Cs とStについては、生物の体中ではそれぞれカリウム（以下K） 、カルシウム（以下Ca）と同じ挙動をします（KとCs 、Ca とSt は元素周期表で同列のため近い性質がある）。海水魚は常にKとCa を海水から取り込み、同じだけ排出しています。そのため、体内に取り込まれたCsやStも同じように排出されていきます。また、食物連鎖による生物濃縮も同じ理由から起こりません。つまり、海水魚の放射性物質の量は、海水中の放射性物質濃度に影響されることになります。ここで、放射性物質が海水中でどうなっていくかというと、海水中の有機物に吸着されて沈降し、海底の泥に吸着されます。この状態になると、生物に吸収される恐れはほとんど無くなるとのことでした。
現在では、新たな放射性物質の放出が無くなっていることから、海水魚の放射能汚染の危険性はどんどん低くなっていると考えられます。風評被害を防ぐためにも、冷静な対応が必要です。
～ヒトエグサ（あおのり）の種付けが始まりました～
今年もヒトエグサの種付けの季節がやってきました。引本湾奥の矢口浦では、海岸線沿いの種場といわれる比較的水深が浅く、底質が泥ではない場所に杭が打ち込まれ、赤、緑、紫など色とりどりのノリ網が整然と張られています。ヒトエグサには人工的な種網作成の方法もありますが、矢口浦では天然採苗が行われています。
ヒトエグサは接合子という状態で海底の牡蠣殻や石などに付着して夏場を過ごします。この間、接合子は徐々に成長し、内部に遊走子が形成されます。水温が27℃を下回ると、光の刺激を受けて遊走子を放出します。遊走子は光に向かって泳ぐ習性（正の走光性）があるので、水面に向かって泳いでいきます。このとき、ノリ網があるとそこに付着します。

三重県はヒトエグサの生産量が全国1位でそのシェアは60％を超えています。これから4月にかけて、三重県の各地の沿岸でヒトエグサ養殖の緑の絨毯が見られます。
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　　　　　　整然と張られたノリ網　　　　　　　場所によっては腰まで水に浸かりながら作業
　　　

　　　

～ヒロメ養殖実験のご協力について～

　尾鷲農林水産商工環境事務所水産室では、熊野灘沿岸に生息しているヒロメの特産品化をめざしてその養殖技術の開発と種糸の作成および保存方法の検討を行っています。
ヒロメはワカメの仲間で、ワカメ養殖と同じ方法で養殖することができます（下図延縄式）。昨年までの実験で、養殖ロープ1mあたり10kgほどのヒロメを収穫することができました。ヒロメの種糸は9月末から10月中旬に作成しますので、ヒロメ養殖に興味のある方、試しに養殖してみたい方は当事務所水産室漁政課までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒロメの養殖施設例
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～ヒラメのクドア食中毒について～

　近年、食後数時間で一過性の嘔吐や下痢が起こるものの、軽症で終わる原因不明の症例が知られていました。この原因が、ヒラメに寄生しているクドアという粘液胞子虫が原因で起こることが判明し、平成23年6月17日付の厚生労働省医薬食品局食品安全部長通知により、新たな食中毒事例として取り扱われるようになりました。
原因となっているクドアは、クドア・セプテンプンクタータという種類で、ヒラメの筋肉中に寄生していますが、肉眼で確認することはできません。また、寄生されているヒラメ自体も、この寄生虫のために死亡することはありません。そのため、感染しているヒラメを見分けるのが非常に難しくなっています。この寄生虫に感染したヒラメの筋肉を生食することで発症するのですが、凍結するか加熱処理することで、安全に食べることができます。
　
～台風12号の被害について～

　9月2日から４日にかけて、四国から中国地方へ上陸した台風12号は速度が遅く、非常に長い時間雨が降り続き紀伊半島南部で大変な被害が発生しました。9月1日から4日にかけての尾鷲での降水量は合計905mm（気象庁気象統計情報より）に達していました。県内でも紀宝町や熊野市などでは、浸水や土砂災害などにより大きな被害が出ました。漁業被害としては流木による漁港の埋没をはじめ、定置網の破損などがありましたが、特に魚類養殖業で大きな被害が発生しました。大雨により養殖海域が淡水化したために多くの養殖魚が斃死したと考えられます。
天災による被害は漁業者の努力だけで何とかなるものではありません。平成23年度から所得補償制度として、養殖可能数量を設定した漁場改善計画を遵守することにより、漁業共済の掛金の一部補助が受けられるようになっています。津波や台風などの災害による漁業被害の影響をなるべく小さくするためにも、漁業共済の積極的な活用をおすすめします。
　
～高級魚アマダイ～

　アマダイは京都や大阪ではグジと呼ばれ珍重されており、特に京料理には欠かせない食材といわれています。三重外湾漁協紀州南支所の引本魚市場では、この高級魚のアマダイとアカムツだけ午後から入札が行われています。引本ではアマダイを延縄で漁獲していますが、えさのマドロエビの確保が難しくなってきているそうです。アマダイは10月から漁獲されはじめて11、12月にそのピークを迎えます。これからの季節に正午頃に引本魚市場へ行くと沢山のアマダイに合うことができるでしょう。
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